
【今後の展望】

・ハウス栽培等による高

品質果実の連年安定生

産技術の確立と普及

・果樹経営支援対策事業

等を活用した生産拡大

・首都圏での継続的なＰ

Ｒ、高級果専店での販売

等による需要拡大

【果樹】せとみ（商標名：ゆめほっぺ）栽培の取組（ＪＡ山口県） 【山口県大島郡】

せとみに着目したポイント

・糖度が高く、プチプチとはじける

ような独特の食感が珍しく、期待

の品種として栽培を開始。

【地域の連携状況】

・県柑きつ振興センターが栽培技術を

研究し、農家へ技術支援

・山口県果実生産出荷安定協議会

（事務局：全農山口県本部）が県域で

の研修会を開催、県就農・技術支援

室が資料作成・取りまとめ等支援

・平成１６年、全農山口県本部が一定

基準を満たす果実を「ゆめほっぺ」と

して商標登録。各産地の果実は光セ

ンサーを通して区分販売

・県内中晩柑の主力「いよかん」の価格下落が著しい中、高糖
度、独特の食感、果皮が薄く、中袋ごと食べられる「せとみ」に
着目。
・平成16年に品種登録、本格的に栽培開始。
・省力化・高品質化のため、マルチ＋ドリップ栽培も普及。

新宿高野での販売促進

取組産地の概要
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・高単価を背景に、近年は苗木が新たに注文され、面
積拡大が図られている。
・JA山口大島では、「せとみ」苗木を購入する農家に対
し助成。

・新規就農者を中心に、寒害に対応できるハウス栽培
の導入を推進。

・糖度13.5度、クエン酸含量1.35％以下で外観秀麗な
果実を「ゆめほっぺ」、そのうち糖度14.5度以上の果実
を特選「ゆめほっぺ」としてブランド化。

・平成27年度から首都圏で販売促進を行い、市場関係
者からの引き合いが強く、他の中晩柑に比べ、高単価

で取引されている。

・瀬戸内や日本海沿岸など従来の柑きつ産地での栽
培が適している。

・種子の混入を防ぐため、周囲に中晩柑が無い園地が
望ましい。
・-3.5℃以下の低温に長時間遭遇すると凍害を生じる
ため、ハウス栽培が望ましい。

【実績H27年度】
・栽培面積 65.3 ha
・出荷数量 253 ｔ


